	国労東日本青年部ニュース

NRU East Japan Youth Department
	２００９年６月　第３号

発行責任者　因泥　　一
編集責任者　森岡　英夫　　　　


[image: image1.wmf]「心の病」の労災認定、０８年度は過去最高に
６月８日付の厚生労働省の発表によると、職場でのストレスが原因で「うつ病」などの精神障害になり労災が認められた人の数が前年度（07年）より１人多い２６９人に上ることが明らかになりました。

また、過労死は１５８人と過去２番目に多く、未遂を含んだ過労自殺は６６人で前年度より１５人少なくなっています。

労災認定された２６９人の年代別内訳は、３０代が７４人。２０代７０人。４０代６９人の順でした。　　　　　　　　　　【Exciteニュースより引用・加筆】
～行き過ぎた競争化社会と成果主義がもたらす悲劇～

労災と聞くと勤務中や通勤途中の事故をイメージしますが、うつ病などの精神疾患や自殺についても、原因が「職場のストレス」にあるときは労災が下りる場合があります。その労災認定をする際の判断基準が１０年ぶりに見直され、新たに「パワハラ」「達成困難なノルマを課す」「違法行為の強要」などが加えられました。
この「精神疾患による労災」を認定するときに、労働基準監督署が用いているのが「職場における心理的負荷評価表」です。この表には、「悲惨な事故や災害の体験をした」「退職を強要された」といった職場で強いストレスを引き起こす出来事が列挙され、それぞれの心理的負荷（ストレス）の強度が記されています。ストレス強度は1から３までの３段階で、「３」がもっとも強い評価です。（２ページ目を参照してください）
   この「職場における心理的負荷評価表」は１９９９年に作定されたものが使われていましたが、労働環境の急激な変化を受け１０年ぶりに改正しました。新しい評価表は２００９年４月６日に厚労省から各都道府県の労働局に通知されました。

職場における心理的負荷評価表

厚生労働省２００９年４月６日改正

【強度3】
（1）ひどい嫌がらせ、いじめ、又は暴行を受けた

 【強度2】
（2）違法行為を強要された
（3）自分の関係する仕事で多額の損失を出した
（4）達成困難なノルマが課された
（5）顧客や取引先から無理な注文を受けた
（6）複数名で担当していた業務を1人で担当するようになった

 【強度1】
（7）研修、会議等の参加を強要された
（8）大きな説明会や公式の場での発表を強いられた
（9）上司が不在になることにより、その代行を任された
（10）早期退職制度の対象となった
（11）同一事業場内での所属部署が統廃合された
（12）担当ではない業務として非正規社員のマネージメント、教育を行った
今回の改正では新たに１２項目がストレスの原因となる出来事として追加され、計４３項目になりました。目を引くのは、「ひどい嫌がらせ、いじめ、又は暴行を受けた」（いわゆるパワハラや職場いじめ）が、最も重い「強度３」で新設されたことです。
上司や同僚の言動が通常の業務指導の範囲を超え、人格や人間性を否定するような性質の場合はこの項目で評価されることになります。
公共交通機関に従事する私たちにストレスは大敵・無用です。心身ともに快適な職場環境があってこそ、最大の使命とサービスである安全輸送が成り立ちます。

	職場・仕事の悩みは国労に相談して解決しよう！
トップページよりメールが送信できます！
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